
事業名：現行ホテルシステム連動型POSの導入による人材不足解消と施設内消費活性化

事業内容

(別紙４)

事業目的／概要
●現行システムと連動したPOSシステムの導入でフロント業務を効率化
●システム導入により経理業務を一元管理、経理職員の残業削減
●人材不足に対応するセミセルフレジ＆オーダーシステム

連携IT企業
事業者名：株式会社△△△ 那覇支店

本事業で見込まれる効果
●フロント業務削減（業務効率化） 〇,〇〇〇,〇〇〇円/年
●経理業務削減（経理業務自動化） 〇〇〇,〇〇〇円/年
●下記売上①と②の15%を利益とする 〇,〇〇〇,〇〇〇円/年
①売店の販促による売上UP 〇,〇〇〇,〇〇〇円/年
②レストランの営業再開による売上UP 〇,〇〇〇,〇〇〇円/年

収益改善 〇,〇〇〇,〇〇〇円/年

本事業により今後5年間で〇〇,〇〇〇,〇〇〇円の収益改善の見込み
※交付申請額〇,〇〇〇,〇〇〇円の〇倍に相当

本事業により見込まれる今後のビジネス展開
業務効率化の過程において、年間の残業時間を〇,〇〇〇時間削減させ
人材不足により実施できなかったサービスを開始
●ホテル～空港間（港、駅、観光施設）の送迎を開始
●屋上ビアガーデン、バーの新規開設
●経理・事務のシステム化により余剰リソースの顧客サービスへ活用

事業概要・スキーム等

総事業費 〇,〇〇〇,〇〇〇 円 事業者名：株式会社〇〇〇〇
（所在地：沖縄県○○市 業種：宿泊業 ）
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●現行システム連携ＰＯＳ
→フロント業務効率化

●経理システム導入
→業務効率化による残業削減

●セミセルフレジ等導入
→省人化

記入参考例


